
市民意見を受けての修正箇所 

 

 

１ （６ページ）「第１編 計画の趣旨等 「５ 計画の推進に向けて」」 

 ・ 意見 

   「５ 計画の推進に向けて」において，この計画を産官学がどのように推進し

ていくのかなどの PDCA サイクルを，ポンチ絵などを使ってもう少し具体的にし

たほうがいい。 

 ・ 該当箇所 

   以下のイメージ図を追記。 

 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料３ 

 

京都市・大学コンソーシアム京都 

 

大学のまち京都・学生のまち京都推進会議 
 

※ 委員一覧は，３８ページ参照 

進捗管理・点検 

取組の改善や更なる促進 

大学，学生，産業界，ＮＰＯ，市民などで構成 

大学や学生等との積極的な意見交換を実施 



２ （１６ページ）「第４編 施策の推進 １本目の柱「京都で学ぶ魅力の向上」」 

 ・ 意見 

   女子学生の防犯の観点から，街路灯の整備や一般家庭の門灯をつけるような取

組を推進して欲しい。 

 ・ 該当箇所 

   ⑵ 「安心して安全に学べる京都の充実」 

    ③ 大学と連携した学生の安心・安全の確保に向けた啓発【充実】 

  （修正前） 

    ③ 大学と連携した学生の安心・安全の確保に向けた啓発【充実】 

      民法改正に伴う成人年齢の１８歳への引き下げ（２０２２年施行予定）

などを踏まえ，大学入学時の学生を対象としたオリエンテーション等を活

用し，犯罪・交通被害・消費者トラブル等に関する各種啓発の強化を図り

ます。 

 

  （修正後） 

    ③ 大学と連携した学生の安心・安全の確保【充実】 

      民法改正に伴う成人年齢の１８歳への引き下げ（２０２２年施行予定）

などを踏まえ，大学入学時の学生を対象としたオリエンテーション等を活

用し，犯罪・交通被害・消費者トラブル等に関する各種啓発の強化を図り

ます。 

      また，防犯カメラやセンサーライトをはじめとした防犯環境整備の推進，

各区役所と大学等との連携による防犯活動により，大学周辺や通学路等に

おける安心・安全の取組を推進します。 

 

３ （１６ページ）「第４編 施策の推進 １本目の柱「京都で学ぶ魅力の向上」」 

 ・ 意見 

   地域等での防災訓練の実施 

 ・ 該当箇所 

   ⑵ 「安心して安全に学べる京都」の充実 

    ⑤ 災害時における学生の安全の確保 

  （修正前） 

    大規模災害時の学生の安全を確保するため，京都市地域防災計画に基づき，

各大学や京都市大学のまち交流センター（愛称：キャンパスプラザ京都）にお

ける大規模災害に備えた安全対策や非常用物資の備蓄などを推進します。 

   

（修正後） 

    大規模災害時の学生等の安全を確保するため，京都市地域防災計画に基づき，

地域における防災訓練の実施や，各大学・京都市大学のまち交流センター（愛

称：キャンパスプラザ京都）における大規模災害に備えた安全対策や非常用物

資の備蓄などを推進します。 



４ （１８ページ）「第４編 施策の推進 ２本目の柱「大学・学生の国際化の促進」」 

 ・ 意見 

   留学生にぜひ京都の文化を知ってもらい地域と交流することで世界に羽ばた

く人材に育って欲しい。 

 ・ 該当箇所 

  【まちの将来像】 

  （修正前） 

    世界中から集う留学生が充実した学びを実感するとともに，京都での暮らし

を楽しみ，愛着を持つことにより，将来の京都の担い手として活躍できるまち

を目指します。 

 

  （修正後） 

    世界中から集う留学生が歴史的・文化的な魅力を有する京都で学び，地域の

人々とともに暮らし，交流を深めることにより，将来の京都の担い手として活

躍できるまちを目指します。 

 

５ （１８ページ）「第４編 施策の推進 ２本目の柱「大学・学生の国際化の促進」」 

 ・ 意見 

   大学・学生の国際化の促進で姉妹都市とあるが、パートナーシティや世界歴史

都市連盟などの京都市と関連している世界の都市に呼びかければ留学生が増え

るのではないか。 

 ・ 該当箇所 

   ⑴ 留学生の誘致促進 

    ① 戦略的な留学生誘致の展開【充実】 

  （修正前） 

   （効果的なプロモーションの実施，体制の充実） 

    国内における京都以外の地域（東京・大阪・名古屋など）に立地する日本語

学校，海外の姉妹都市等における大学や高校の日本語学習者など～ 

 

  （修正後） 

   （効果的なプロモーションの実施，体制の充実） 

国内における京都以外の地域（東京・大阪・名古屋など）に立地する日本語 

学校，海外の姉妹都市やパートナーシティ，世界歴史都市連盟（注）加盟都市

等における大学や高校の日本語学習者など～ 

 

  注： 「歴史都市の保存と開発」という歴史都市が直面している課題の解決を目

的とし，歴史都市という共通の絆で結ばれた都市が，日常的な交流を促進す

るための世界的な都市間組織として，平成 6 年 4 月に発足。発足当初から，

京都市長が会長を務めるとともに，事務局も京都市に置かれている。平成 30

年 12 月現在，65 箇国・地域から 117 都市が加盟。 



６（３１ページ）「第４編 施策の推進 ６本目の柱「国内外への魅力発信の強化」」 

 ・ 意見 

   進路を決める際に，高校の先生の薦めもあって，京都の大学を考えるようにな

ったので，京都の大学出身の先生に，京都の大学を選択肢に含むことを薦めても

らうようにする。 

 ・ 該当箇所 

   ⑴ 「大学のまち京都・学生のまち京都」の中高生・保護者等への魅力発信 

    ① 修学旅行生とその保護者等を対象としたＰＲ【新規】 

  （修正前） 

    ① 修学旅行生とその保護者等を対象としたＰＲ【新規】 

      「京都Ｂ＆Ｓプログラム」において，より多くの修学旅行生が京都の魅

力を体験できるよう，引き続き学生ボランティアの確保等に取り組むとと

もに，当該プログラム等と協力し，修学旅行生をはじめとする中高生やそ

の保護者を対象に，他都市にはない京都ならではの学びを直接ＰＲするこ

とで，京都の大学への関心を高め，学生の獲得につなげます。 

 

  （修正後） 

    ① 修学旅行生とその保護者等を対象としたＰＲ【新規】 

      「京都Ｂ＆Ｓプログラム」において，より多くの修学旅行生が京都の魅

力を体験できるよう，引き続き学生ボランティアの確保等に取り組むとと

もに，当該プログラム等と協力し，修学旅行生をはじめとする中高生やそ

の保護者，教員を対象に，他都市にはない京都ならではの学びを直接ＰＲ

することで，京都の大学への関心を高め，学生の獲得につなげます。 

 


